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　日本初の国立公園として知られる雲仙は、四季
折々の自然、そして温泉街と一体化しているような雲
仙地獄が魅力のエリア。雲仙はもともと「温泉」と書
いて「うんぜん」と読まれていた地域で、まさに雲仙は
温泉そのものといえます。
　雲仙は霊山、キリシタン弾圧の地、そして外国人の
避暑地…と、様々な運命を歩んできました。温泉街を
ぶらりと散策すれば、今でもそれぞれの時代の面影を
感じることができます。歴史を重ねてきたからこそ漂
う、雲仙温泉ならではの風情をお楽しみください。

広大な草原に牛が放牧されており自然を満喫すること
ができます。高台にある４８０ｍの遊歩道の展望台から
は諫早湾、橘湾の２つの海に加え、雲仙の山並みも一
望することができます。

牧場の里あづま
日本景観100選に選ばれた橘湾を一望できる
展望台です。ここでしか食べることのできない名
物の「じゃがちゃん」はいつも揚げたてが販売さ
れており、外はカリッと中はホクホクで、展望台か
らの景色を眺めながら食べる味は格別です。

千々石展望台雲仙普賢岳を間近に望む、自然豊かで広大な
敷地の公園です。ピクニックにも最適な芝生広場をはじめ、ローラースライ
ダーやフリーフォールなど子どもたちに人気の遊具がたくさんあり、一日中楽し
むことができます。テニスコートやサッカー場などのスポーツレクリエーション施
設も充実しており、県内有数の総合公園です。森林公園には県内市町の木
がすべて植えられており、桜が咲き誇る春は花見客で賑わいます。

百花台公園

雲仙温泉街へも車で15分と近く、夏から秋にかけては
キャンプやトレッキングが楽しめます。高原内にはトレイル
センターも併設されており、豊かな自然に癒されます。

田代原トレイルセンター・
キャンプ場

た しろ ばる

県立自然公園に指定されている細長い半島で、浜木
綿（ハマユウ）などの亜熱帯植物や海浜植物が群生し
ています。キャンプも可能で、アウトドア好きの方が訪れ
ます。

国崎半島自然公園

海上露天風呂波の湯「茜」小地獄温泉館
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雲仙温泉

雲仙の四季

小浜温泉
豊かな自然と深い歴史
まさに雲の上の避暑地

進化を続ける 湯煙たなびく海辺の温泉街

硫黄の香りが立ち込め、地の底から吹き出す
蒸気と熱気が辺り一面を覆い尽くす光景は、
まさに地獄そのもの。大叫喚地獄やお糸地獄
など、様々な伝説が伝わる30余りの地獄をめ
ぐることができます。

ほっとふっと105
小浜温泉の源泉温度にちなんだ長さ105m
の「日本一長い足湯」は、年間約15万人が訪
れる人気スポット。夕暮れ時には、足湯に浸か
りながら夕日を楽しむのがおすすめ。源泉を利
用した隣接の「貸し蒸し釜」は、蒸し籠をレンタ
ルでき、誰でも利用が可能です。

ミヤマキリシマ

雲仙市観光ナビ 島原半島観光連盟

ヤマボウシ 雲仙普賢岳紅葉樹林 花ぼうろ（霧氷）

名物
じゃがちゃん

雲仙岳のふもと、橘湾に面した海辺に
ある小浜温泉は、日本一の熱量を誇り、
約30か所の源泉から約100度のお湯
が豊富に湧き出ています。泉質は塩化
物泉で、湯上りはいつまでも体がポカポ
カと温かさが続くのが特徴です。
また、移住者が多い地域でもあり、飲食
店やショップなどの活動によって温泉街
に新たな活気がもたらされています。

春 夏 秋 冬

春はミヤマキリシマ、夏はヤマボウシ、秋は紅葉、
冬は花ぼうろ（霧氷）が楽しめ、行くといつも違う
景色を見せてくれます。いつ訪れても何度訪れて
も、魅力あふれる自然が待っています。

島原半島は「雲仙温泉郷」とも呼ば
れ、①小浜温泉（塩化物泉）、②雲仙
温泉（硫黄泉）、③島原温泉（炭酸水
素塩泉）といった異なる泉質の温泉
を楽しむことができます。旅館・ホテ
ルの日帰り入浴、昔ながらの共同浴
場のほか、場所によっては自宅に温
泉を引くことも可能で、毎日のように
温泉を楽しむことができます。

子どもと
お出かけ！

自然たっぷりの雲仙市は、子どもと
のお出かけにぴったりなスポット
もたくさん！ 自然を感じてたくさん
体を動かせば、心も体もすっきりと
した毎日が過ごせます。
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